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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１所定期間に給湯器で消費されるべきエネルギーの目標値である目標エネルギーと前
記第１所定期間に実際に前記給湯器で消費した消費エネルギーとを比較し、前記目標エネ
ルギーに対する前記消費エネルギーの達成レベルを算出する達成レベル算出手段と、
　前記達成レベル算出手段によって算出された達成レベルに応じて、予め設定された前記
達成レベルを利用者に認識させる複数の表示アイコンを有する達成レベル表示パターンの
うちから表示させる表示アイコンを選択する表示選択手段と、
　前記表示選択手段により選択された表示アイコンを表示する表示部とを備えるリモコン
装置であって、
　前記表示選択手段は、
　表示形態が異なる複数の種類の前記達成レベル表示パターンを有し、
　第２所定期間の経過または検出手段によって検出される少なくとも温度、湿度、日照時
間を含む外部的要因の物理量の変化に応じて、前記達成レベル表示パターンに替えて表示
形態が異なる他の種類の前記達成レベル表示パターンを選択し、
　前記達成レベル算出手段は、予め設定された前記第２所定期間の経過または前記物理量
によって定まる補正値と、利用者の省エネルギー運転スキルの上昇に合うように期間の経
過に伴い上昇する補正値とによって前記達成レベルを補正した補正達成レベルを算出し、
　前記表示選択手段は、前記達成レベル算出手段によって算出された補正達成レベルに応
じて、前記達成レベル表示パターンのうちから表示させる表示アイコンを選択することを
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特徴とするリモコン装置。
【請求項２】
　第１所定期間に給湯器で消費されるべきエネルギーの目標値である目標エネルギーと前
記第１所定期間に実際に前記給湯器で消費した消費エネルギーとを比較し、前記目標エネ
ルギーに対する前記消費エネルギーの達成レベルを算出する達成レベル算出手段と、
　前記達成レベル算出手段によって算出された達成レベルに応じて、予め設定された前記
達成レベルを利用者に認識させる複数の表示アイコンを有する達成レベル表示パターンの
うちから表示させる表示アイコンを選択する表示選択手段と、
　前記表示選択手段により選択された表示アイコンを表示する表示部とを備えるリモコン
装置であって、
　前記表示選択手段は、
　表示形態が異なる複数の種類の前記達成レベル表示パターンを有し、
　第２所定期間の経過または検出手段によって検出される少なくとも温度、湿度、日照時
間を含む外部的要因の物理量の変化に応じて、前記達成レベル表示パターンに替えて表示
形態が異なる他の種類の前記達成レベル表示パターンを選択し、
　前記達成レベル算出手段は、予め設定された前記第２所定期間の経過または前記物理量
によって定まる補正値と、利用者の省エネルギー運転スキルの上昇に合うように期間の経
過に伴い上昇する補正値とによって前記目標エネルギーを補正した補正目標エネルギーを
算出し、前記補正目標エネルギーと前記消費エネルギーとを比較して、前記補正目標エネ
ルギーに対する前記消費エネルギーの補正達成レベルを算出し、
　前記表示選択手段は、前記達成レベル算出手段によって算出された補正達成レベルに応
じて、前記達成レベル表示パターンのうちから表示させる表示アイコンを選択することを
特徴とするリモコン装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載のリモコン装置において、
　前記表示選択手段は、
　前記複数の種類の達成レベル表示パターンとは表示形態が異なる隠れ達成レベル表示パ
ターンを有し、
　前記達成レベルが所定達成条件をみたしたことに応じて、前記達成レベル表示パターン
に替えて前記隠れ達成レベル表示パターンを選択することを特徴とするリモコン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エネルギー消費に関する情報を表示できる給湯器のリモコン装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示部に消費したエネルギー量に関する情報を絵柄からなる表示アイコンで表示
する給湯器のリモコン装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このリモコン装置は、第１所定期間に給湯器で消費されるべきエネルギーの目標値であ
る目標エネルギーと前記第１所定期間に実際に前記給湯器で消費した消費エネルギーとを
比較し、前記目標エネルギーに対する前記消費エネルギーの達成レベルを算出する達成レ
ベル算出手段と、前記達成レベル算出手段によって算出された達成レベルに応じて、予め
設定された前記達成レベルを利用者に認識させる複数の表示アイコンを有する達成レベル
表示パターンのうちから表示させる表示アイコンを選択する表示選択手段と、前記表示選
択手段により選択された表示アイコンを表示する表示部とを備える。
【０００４】
　したがって、当該リモコン装置によれば、前記表示アイコンによって第１所定期間に消
費したエネルギー量を利用者に簡単に認識させることができるので、利用者の省エネルギ
ー運転の実行に対する興味を持たせることができる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－０１３７８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記リモコン装置では、前記達成度に応じて一定の表示アイコンが継続
的に表示される。したがって、その表示アイコンを見る利用者は、当該リモコンの使用期
間の経過と共に、その表示アイコンの絵柄及び変化に飽きてしまい、ひいては、省エネル
ギー運転の実行に対する興味が薄れるという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、かかる問題点を解消して、利用者の省エネルギー運転の実行に対する興味を
持続させることができるリモコン装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる目的を達成するために、本発明のリモコン装置は、第１所定期間に給湯器で消費
されるべきエネルギーの目標値である目標エネルギーと前記第１所定期間に実際に前記給
湯器で消費した消費エネルギーとを比較し、前記目標エネルギーに対する前記消費エネル
ギーの達成レベルを算出する達成レベル算出手段と、前記達成レベル算出手段によって算
出された達成レベルに応じて、予め設定された前記達成レベルを利用者に認識させる複数
の表示アイコンを有する達成レベル表示パターンのうちから表示させる表示アイコンを選
択する表示選択手段と、前記表示選択手段により選択された表示アイコンを表示する表示
部とを備えるリモコン装置であって、前記表示選択手段は、表示形態が異なる複数の種類
の前記達成レベル表示パターンを有し、第２所定期間の経過または検出手段によって検出
される少なくとも温度、湿度、日照時間を含む外部的要因の物理量の変化に応じて、前記
達成レベル表示パターンに替えて表示形態が異なる他の種類の前記達成レベル表示パター
ンを選択する構成を備える。
【０００９】
　本発明のリモコン装置では、前記第２所定期間の経過または検出手段によって検出され
る物理量、例えば温度、湿度、日照時間等の外部的要因の物理量の変化に応じて、選択さ
れていた達成レベル表示パターンに替えて表示形態の異なる他の種類の達成レベル表示パ
ターンが選択され、その選択された達成レベル表示パターンのなかから達成レベルに応じ
た表示アイコンが表示部に表示される。
【００１０】
　したがって、本発明のリモコン装置によれば、達成レベル表示パターンが異なる種類に
変更される結果、表示部に表示される表示アイコンが、利用者が操作しなくても自動的に
変更されることから、利用者の省エネルギー運転の実行に対する興味を持続させることが
できる。
【００１１】
　本発明のリモコン装置の第１の態様は、前記達成レベル算出手段は、予め設定された前
記第２所定期間の経過または前記物理量によって定まる補正値と、利用者の省エネルギー
運転スキルの上昇に合うように期間の経過に伴い上昇する補正値とによって前記達成レベ
ルを補正した補正達成レベルを算出し、前記表示選択手段は、前記達成レベル算出手段に
よって算出された補正達成レベルに応じて、前記達成レベル表示パターンのうちから表示
させる表示アイコンを選択することを特徴とする。
【００１２】
　利用者の省エネルギー運転の実現のためのスキルは、期間の経過と共に上昇することが
通常である。その一方で、利用者の省エネルギー運転の実現のためのモチベーションは、
期間の経過と共に下降することが通常である。
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【００１３】
　また、給湯器におけるエネルギーの消費量は、温度、湿度、日照時間等の外部的要因の
物理量により影響される傾向がある。
【００１４】
　そのため、利用者が所定の達成レベルを維持しようとした場合に、その達成レベルをみ
たす省エネルギー運転の実行が容易なときと困難なときとが生じうる。
【００１５】
　この場合において、例えば省エネルギー運転の実行が容易すぎる場合には、利用者は、
省エネルギー運転の実行に対する達成感を失うことから省エネルギー運転の実行に対する
興味が薄れてしまうことがある。逆に、例えば省エネルギー運転の実行が困難すぎる場合
には、利用者は、省エネルギー運転の実行を諦めてしまうことから省エネルギー運転の実
行に対する興味が薄れてしまうことがある。
【００１６】
　そこで、前記構成を備えるリモコン装置は、前記第２所定期間の経過または前記物理量
によって定まる補正値を予め設定し、その補正値によって前記達成レベルを補正したうえ
で、補正後の補正達成レベルに応じて、前記達成レベル表示パターンのうちから表示させ
る表示アイコンを選択する。
【００１７】
　この結果、前記構成を備えるリモコン装置では、利用者による省エネルギー運転に対す
る評価を調整可能とすることで、利用者の省エネルギー運転の実行に対する興味を持続さ
せることができる。さらに、前記達成レベル算出手段により、利用者の省エネルギー運転
スキルの上昇に合うように期間の経過に伴い上昇する補正値によって前記達成レベルを補
正した補正達成レベルを算出することができる。
【００１８】
　次に、本発明の第２の態様は、前記達成レベル算出手段は、予め設定された前記第２所
定期間の経過または前記物理量によって定まる補正値と、利用者の省エネルギー運転スキ
ルの上昇に合うように期間の経過に伴い上昇する補正値とによって前記目標エネルギーを
補正した補正目標エネルギーを算出し、前記補正目標エネルギーと前記消費エネルギーと
を比較して、前記補正目標エネルギーに対する前記消費エネルギーの補正達成レベルを算
出し、前記表示選択手段は、前記達成レベル算出手段によって算出された補正達成レベル
に応じて、前記達成レベル表示パターンのうちから表示させる表示アイコンを選択するこ
とを特徴とする。
【００１９】
　前記補正値は、前記達成レベル自体を補正する以外にも、前記目標エネルギーを補正し
てもよく、あるいは前記消費エネルギーを補正してもよい。
【００２０】
　この結果、前記構成を備えるリモコン装置では、利用者による省エネルギー運転に対す
る評価を調整可能とすることで、利用者の省エネルギー運転の実行に対する興味を持続さ
せることができる。さらに、前記達成レベル算出手段により、利用者の省エネルギー運転
スキルの上昇に合うように期間の経過に伴い上昇する補正値によって前記目標エネルギー
を補正した補正目標エネルギーを算出することができる。
【００２１】
　本発明のリモコン装置において、前記表示選択手段は、前記複数の種類の達成レベル表
示パターンとは表示形態が異なる隠れ達成レベル表示パターンを有し、前記達成レベルが
所定達成条件をみたしたことに応じて、前記達成レベル表示パターンに替えて前記隠れ達
成レベル表示パターンを選択するように構成されていてもよい。
【００２２】
　前記構成を備えるリモコン装置では、前記達成レベルが所定達成条件をみたした場合に
のみ、隠れ表示パターンに含まれる表示アイコンを表示させることができる。そのため、
利用者は、当該表示アイコンを表示させるという目標を持ち、その目標をクリアする達成
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感を得るために、前記達成レベルが所定達成条件をみたすような省エネルギー運転を目指
すことができ、利用者の省エネルギー運転の実行に対する興味を持続させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の給湯器のリモコン装置が使用された温水供給システムの全体構成を示し
た説明図。
【図２】本発明の給湯器のリモコン装置の構成を示した説明図。
【図３】本発明のリモコン装置のリモコンコントローラの構成を示した説明図。
【図４】本発明のリモコン装置におけるエコマークパターンと、エコマークアイコンの表
示例を示す説明図。
【図５】本発明のリモコン装置におけるエコマークパターン及びエコマークアイコンの選
択処理及び表示処理を示すフローチャート。
【図６】本発明のリモコン装置における隠れエコマークパターン及び隠れエコマークアイ
コンの選択処理及び表示処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　次に、添付の図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。
【００２５】
　図１に示すように、本実施形態のリモコン装置１は、給湯器２を遠隔操作するものであ
り、給湯器２と通信ケーブル３を介して接続されている。給湯器２は、マイクロコンピュ
ータ等により構成される給湯器コントローラ２００により全体の作動が制御され、給湯管
４０を介してカラン４や給湯管５０を介して浴槽５に湯を供給する給湯機能と、温水循環
回路６０を介して床暖房機６に温水を供給する温水暖房機能とを備えている。
【００２６】
　また、給湯器コントローラ２００は、接続されたカラン４、浴槽５及び床暖房機６で消
費されたエネルギー量を検知できるセンサ（図示せず）を備えている。
【００２７】
　図２に示すように、本実施形態のリモコン装置１は、給湯器２の運転状態等を表示する
表示部１０と、種々の選択操作を行うための入力部２０と、マイクロコンピュータ等によ
り構成されるリモコンコントローラ３０を備えている。
【００２８】
　リモコン装置１は、入力部２０によって入力される各種遠隔操作の指令を、リモコンコ
ントローラ３０によって、通信ケーブル３を介し給湯器コントローラ２００に処理させて
いる。
【００２９】
　図２に示すように、表示部１０は、例えば、自発光素子のドットマトリクスで構成され
ており、表示画面の中央上部に後述のエコマークアイコンを表示させるエコマーク表示領
域１００を有している。
【００３０】
　図２に示すように、入力部２０は、種々のメニュー画面を表示させるメニュースイッチ
２１、選択操作を行うためのＤＯＷＮスイッチ２２とＵＰスイッチ２３、決定操作を行う
ための決定スイッチ２４、決定を取り消すための戻るスイッチ２５を備えている。
【００３１】
　図３に示すように、リモコンコントローラ３０は、目標エネルギー設定手段３１と、消
費エネルギー算出手段３２と、達成レベル算出手段３３と、表示選択手段３４と、計時手
段３５とを備える。なお、計時手段３５に替えて検出手段３６を備えていてもよい。
【００３２】
　目標エネルギー設定手段３１は、利用者が７日間に給湯器で消費するエネルギーの目標
値として設定した目標エネルギーＢを認識する処理をすることができる。目標エネルギー
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Ｂは、利用者がメニュースイッチ２１を押してエネルギー目標値Ｂの設定画面（図示せず
）を呼び出し、ＤＯＷＮスイッチ２２、ＵＰスイッチ２３及び決定スイッチ２４を操作す
ることで設定してもよく、製造メーカが目標エネルギー設定手段３１に所定の目標エネル
ギーＢを予め設定してもよい。
【００３３】
　消費エネルギー算出手段３２は、利用者が７日間に給湯器で実際に消費したエネルギー
である消費エネルギーＡを認識する処理をすることができる。消費エネルギーＡは、給湯
器コントローラ２００が前記センサ（図示せず）で判定したカラン４、浴槽５及び床暖房
機６などで実際に消費されたエネルギー量を、消費エネルギー算出手段３２に出力するこ
とで集計され認識される。
【００３４】
　また、達成レベル算出手段３３は、目標エネルギー設定手段３１により認識された目標
エネルギーＢと消費エネルギー算出手段３２により認識された消費エネルギーＡとを認識
し、Ａの値からＢの値を除して１００を乗ずることにより達成レベルＣを算出する処理を
行う。達成レベルＣは、その値が低いほど省エネルギー運転の達成度が高い。
【００３５】
　さらに、達成レベル算出手段３３は、達成レベルＣに、後述の計時手段３５によって認
識されたその日時の属する月または検出手段によって検出された温度、湿度、日照時間等
の外部的要因の物理量に応じて予め定められる補正値を乗じた補正達成レベルＣ´を算出
する処理を行うことができる。
【００３６】
　補正値は、例えば、３月～５月及び９月～１１月は、補正をしないように補正値を１と
し、６月～８月は、気温が高くなり給湯器利用頻度が減少することから補正値を１．２と
し、１２月～２月は、逆に気温が低く給湯器利用頻度が増加することから補正値を０．８
と設定することができる。
【００３７】
　なお、本実施形態では、前記補正値は、期間（本実施形態では月）の経過に伴い周期的
に変化するように設定されているが、本発明の補正値はこれに限られるものではない。例
えば、利用者の省エネルギー運転スキルの上昇に合うように期間の経過に伴い補正値が上
昇するように設定してもよく、さらに、期間の経過に伴い補正値が周期的に変化しながら
かつ上昇するように設定してもよい。
【００３８】
　また、本実施形態では、前記達成レベルＣに補正値を乗ずることで、補正処理を施した
が、本発明の補正処理はこれに限られるものではなく、例えば、先んじて消費エネルギー
に補正値を乗じてもよく、逆に目標エネルギーを補正値で除してもよく、あるいは、後述
の閾値領域を月ごとに異なる設定にしてもよい。
【００３９】
　表示選択手段３４は、図４（ａ）に示すような従来どおりの１つの固定されたエコマー
クパターン（固定エコマークパターン１１０）と、図４（ｃ）に示すような前記日時の属
する月または前記物理量に応じて選択することができる複数のエコマークパターン（可変
エコマークパターン１２０）とのいずれを利用者が選択したかを認識する処理をすること
ができる（第１選択）。
【００４０】
　固定エコマークパターンと可変エコマークパターンの選択は、利用者がメニュースイッ
チ２１を押して可変エコマークパターンの選択画面（図示せず）を呼び出し、ＤＯＷＮス
イッチ２２、ＵＰスイッチ２３及び決定スイッチ２４を操作することで設定することがで
きる。
【００４１】
　また、表示選択手段３４は、特定の条件をみたした場合には、可変エコマークパターン
１２０に替えて図４（ｅ）に示すような隠れエコマークパターン１３０を表示するかを選
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択する処理をおこなう。
【００４２】
　各エコマークパターンは、図４（ａ）、（ｃ）及び（ｅ）に示す表の各列に対応してお
り、表現態様に共通性がある複数のエコマークアイコンが集合して１つのエコマークパタ
ーンを形成するよう構成され、予め表示選択手段３４に設定されている。
【００４３】
　また、表示選択手段３４は、可変エコマークパターン１２０が選択された場合には、期
間（月）の経過または前記物理量の変化に応じて、複数の可変エコマークパターン１２０
のなかから所定の可変エコマークパターン１２０を選択する処理を行うことができる（第
２選択）。
【００４４】
　可変エコマークパターン１２０は、図４（ｃ）に示す表の各列に対応し、表示形態の異
なる複数の種類によって構成される。また、可変エコマークパターン１２０は、図４（ｃ
）に示すように、所定の期間に対応する可変エコマークパターン１２０を予め設定してお
き、そのなかから計時手段３５から取得した日時の属する月の数値情報に対応する可変エ
コマークパターン１２０を選択可能なように、表示選択手段３４に設定されている。
【００４５】
　なお、本実施形態では、３ヵ月ごとおよそ春夏秋冬に対応するように４つの可変エコマ
ークパターン１２０を有するものを説明しているが、例えば、月ごとに表示形態が異なる
よう１２個の可変エコマークパターン１２０を設定してもよく、時間によって表示形態が
異なるように、可変エコマークパターン１２０を用意してもよい。
【００４６】
　さらに、表示選択手段３４は、達成レベル算出手段３３によって算出された達成レベル
Ｃまたは補正達成レベルＣ´に応じて、固定エコマークパターン１１０、可変エコマーク
パターン１２０または隠れエコマークパターン１３０のなかから表示部１０に表示するエ
コマークアイコンを選択することができる（第３選択）。
【００４７】
　表示選択手段３４には、図４（ａ）、（ｃ）及び（ｅ）に示すように、このエコマーク
の選択を可能とする複数の閾値領域と、閾値領域ごとに表現態様に共通性がある複数のエ
コマークアイコンが予め設定されている。
【００４８】
　各エコマークアイコンは、エネルギーの節約の達成度を利用者に直感的に把握させるこ
とができるように、例えば、顔の表情が険しい顔から笑顔に変化、あるいは、花が蕾から
満開に変化するように設定されている。このエコマークアイコンが、それぞれどのような
達成レベルを意味しているかは、仕様書等で説明することにより利用者に詳細に説明して
もよい。
【００４９】
　計時手段３５は、公知のタイマー及びカレンダー機能を備え、期間の経過などの時間的
要素を検知する。また、検出手段３６は、温度、湿度、日照時間等の外部的要因の物理量
を検出するセンサであり、リモコン装置１、給湯器２または外部に設けられ接続されてい
る。
【００５０】
　次に、図５に示したフローチャートに従って、エコマークアイコンの選択処理及び表示
処理を説明する。
【００５１】
　まず、リモコンコントローラ３０の目標エネルギー設定手段３１は、目標エネルギーＢ
を取得する（図５／ＳＴＥＰ１００）。
【００５２】
　次に、リモコンコントローラ３０の消費エネルギー算出手段３２は、消費エネルギーＡ
を取得する（図５／ＳＴＥＰ１１０）。
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【００５３】
　そして、リモコンコントローラ３０の達成レベル算出手段３３は、消費エネルギーＡを
取得したことを条件として（図５／ＳＴＥＰ１１０・・ＹＥＳ）、達成レベルＣを算出す
る（図５／ＳＴＥＰ１２０）。
【００５４】
　次に、リモコンコントローラ３０の表示選択手段３４は、可変エコマークパターン１２
０が選択（第１選択）されているか否かを判定する（図５／ＳＴＥＰ１３０）。
【００５５】
　まず、可変エコマークパターン１２０が選択されていない場合、すなわち、通常の固定
エコマークパターン１１０が選択されている場合を説明する（図５／ＳＴＥＰ１３０・・
ＮＯ）。
【００５６】
　固定エコマークパターン１１０が選択されている場合には、リモコンコントローラ３０
の表示選択手段３４は、当該固定エコマークパターン１１０のなかから特定の固定エコマ
ークアイコン１１１を選択し、エコマーク表示領域１００に表示させる（図５／ＳＴＥＰ
１４０）。
【００５７】
　具体的には、表示選択手段３４は、前記達成レベルＣが、例えば９８％の場合には、複
数の閾値領域１１２のうち図４（ａ）の表の上から３行目の閾値領域１１２（１０５＞Ｃ
≧９５）に属することを判定した上で、当該閾値領域に対応する固定エコマークアイコン
１１１を選択し、図４（ｂ）に示すように、エコマーク表示領域１００に表示する。
【００５８】
　次に、可変エコマークパターン１２０が選択された場合を説明する（図５／ＳＴＥＰ１
３０・・ＹＥＳ）。
【００５９】
　可変エコマークパターン１２０が選択された場合には、リモコンコントローラ３０の達
成レベル算出手段３３は、計時手段３５から現在の日時の属する月の数値情報を取得する
（図５／ＳＴＥＰ１５０）。
【００６０】
　次に、達成レベル算出手段３３は、前記達成レベルＣに前記月の数値情報に応じて予め
設定されている補正値を乗じた補正達成レベルＣ´を算出する（図５／ＳＴＥＰ１６０）
。
【００６１】
　次に、表示選択手段３４は、複数の可変エコマークパターン１２０のなかから特定の可
変エコマークパターン１２０を選択し（第２選択）、当該選択された可変エコマークパタ
ーン１２０のなかから特定の可変エコマークアイコン１２１を選択し（第３選択）、当該
選択された可変エコマークアイコン１２１をエコマーク表示領域１００に表示させる（図
５／ＳＴＥＰ１７０）。
【００６２】
　具体的には、まず、表示選択手段３４は、図４（ｃ）に示すように、複数の可変エコマ
ークパターン１２０のなかから計時手段３５から取得した日時の属する月の数値情報を認
識し、例えば当該数値情報が７月であった場合には、７月は６月～８月の月間に属するこ
とから、６月～８月に対応する表の２列目の木の図形の表現形態からなる可変エコマーク
パターン１２０を選択する（第２選択）。そして、達成レベル算出手段３３が算出した補
正達成レベルＣ´が例えば９２％のときには、補正達成レベルＣ´は複数の閾値領域１２
２のうち図５（ｃ）の表の上から４行目の閾値領域１２２（９５＞Ｃ≧９０）に属するこ
とを判定した上で、当該閾値領域１２２に対応する可変エコマークアイコン１２１を選択
し（第３選択）し、図４（ｄ）に示すように、エコマーク表示領域１００に表示する。
【００６３】
　なお、本実施形態では、計時手段３５から取得した日時の属する月の数値情報に応じて
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、達成レベルＣを補正達成レベルＣ´にする補正値の決定、及び、複数の可変エコマーク
パターン１２０からの特定の可変エコマークパターン１２０の選択（第２選択）を行って
いるが、計時手段３５に替えて、検出手段３６で温度、湿度、日照時間等の外部的要因の
物理量を検出し、この物理量の変化に応じて、前記補正値の決定、及び、特定の可変エコ
マークパターン１２０の選択（第２選択）を行ってもよく、あるいは、計時手段３５と検
出手段３６とから得られる上記数値情報をあわせて、同様の処理を行っても良い。
【００６４】
　次に、図６に示したフローチャートに従って、隠れエコマークアイコン１３１の選択処
理及び表示処理を説明する。
【００６５】
　まず、表示選択手段３４は、１日１回００：００になったことを条件として（図６／Ｓ
ＴＥＰ２００）、補正達成レベルＣ´が複数の閾値領域のうち所定の閾値領域に属するか
、例えば、補正達成レベルＣ´が９０％未満であるか否かを判定する（図６／ＳＴＥＰ２
１０）。
【００６６】
　表示選択手段３４は、補正達成レベルＣ´が９０％未満である場合には（図６／ＳＴＥ
Ｐ２１０・・ＹＥＳ）、カウンタ変数ｉに１をセットする（図６／ＳＴＥＰ２２０）。そ
して、表示選択手段３４は、カウンタ変数が４以上になることが確認されるまで、ＳＴＥ
Ｐ２２０でｉをインクリメントしながら、ＳＴＥＰ２００～ＳＴＥＰ２３０のループを繰
り返し実行する（図６／ＳＴＥＰ２３０）。
【００６７】
　表示選択手段３４は、カウンタ変数が４以上である場合には（図６／ＳＴＥＰ２３０・
・ＹＥＳ）、可変エコマークパターン１２０に替えて隠れエコマークパターン１３０を選
択する（第２選択）。
【００６８】
　そして、表示選択手段３４は、当該選択された隠れエコマークパターン１３０のなかか
ら特定の隠れエコマークアイコン１３１を選択し（第３選択）、エコマーク表示領域１０
０に表示させる（図５／ＳＴＥＰ２４０）。
【００６９】
　具体的には、表示選択手段３４は、補正達成レベルＣ´が、例えば１０７％の場合には
、複数の閾値領域１３２のうち図４（ｅ）の表の上から２行目の閾値領域１３２（１１０
＞Ｃ≧１０５）に属することを判定した上で、当該閾値領域に対応する隠れエコマークア
イコン１３１を選択し、図４（ｆ）に示すように、当該第３選択された隠れエコマークア
イコン１３１をエコマーク表示領域１００に表示する。
【００７０】
　前記リモコン装置１によれば、計時手段３５から取得した期間（３ヶ月）の経過により
、表現態様の異なる可変エコマークパターン１２０が選択され（第２選択）、当該選択さ
れた可変エコマークパターン１２０のなかから表示される可変エコマークアイコン１２１
が選択される（第３選択）。また、前記リモコン装置１によれば、計時手段３５から取得
した日時の属する月の数値情報に応じて、省エネルギー運転の達成レベルが補正して評価
される。
【００７１】
　したがって、リモコン装置１では、表示される可変エコマークアイコン１２１の表現形
態が３ヶ月ごとに異なる表現形態に変化すると共に、その３ヶ月の外部の環境を考慮して
適切に省エネルギー運転の達成レベルが評価されうる。
【００７２】
　この結果、リモコン装置１によれば、利用者は、３ヶ月ごとに、可変エコマークアイコ
ン１２１の表現形態が変化し、かつ、適切な負荷のもとで省エネルギー運転の達成を目指
せるため、省エネルギーの実行に対する興味を持続させることができる。
【００７３】
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　さらに、リモコン装置１によれば、利用者は、所定の達成条件をみたさない限り、隠れ
エコマークアイコン１３１を表示させることができない。そのため、利用者は、隠れエコ
マークアイコン１３１を表示させるという目標を持ち、ゲーム感覚で、その目標の達成を
目指すことができる。この結果、リモコン装置１によれば、利用者は、ゲーム感覚で省エ
ネルギー運転を行うことができることから、省エネルギーの実行に対する興味を持続させ
ることができる。
【符号の説明】
【００７４】
　１…リモコン装置、　２…給湯器、　１０…表示部、　３３…達成レベル算出手段、　
３４…表示選択手段、３６…検出手段、　１２０…可変エコマークパターン、　１２１…
可変エコマークアイコン、　１３０…隠れエコマークパターン、　１３１…隠れエコマー
クアイコン。

【図１】 【図２】
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